




































実は、震災約 20 日前の 1994 年 12 月 28 日夜、
マグニチュード 7 .5 の三陸はるか沖地震が東北を


































































































































労作がある。1999 年 1 月 10 日から 20 日まで、
朝日、毎日、読売、日本経済各紙の東西紙面を比
較した調査レポートだ。神戸新聞情報科学研究所



































記事本数 422 90 21.32%
記事行数 30873 7486 24.27%
写真点数 316 60 15.95%
朝日新聞
神戸紙面 東京紙面 掲載率
記事本数 128 33 25.78%
記事行数 11130 2859 25.68%
写真点数 109 15 13.76%
読売新聞
神戸紙面 東京紙面 掲載率
記事本数 122 15 12.30%
記事行数 9271 1108 11.95%
写真点数 90 9 10.00%
毎日新聞
神戸紙面 東京紙面 掲載率
記事本数 128 15 11.72%
記事行数 7515 1551 20.64%
写真点数 94 17 18.09%
日経新聞
神戸紙面 東京紙面 掲載率
記事本数 44 27 61.36%
記事行数 2957 1968 66.55%











































































本＞オウム 1 本▽ 3 月＝震災 664 本＞オウム 169
本▽ 4 月＝震災 363 本＜オウム 417 本▽ 5 月＝震
災 306 本＜オウム 548 本▽ 6 月＝震災 218 本＜オ
ウム 403 本。記事本数だけみると、4 月で早くも
オウム関連記事が逆転しており、東京では「大震
災は関西のローカルニュースになった」という批
判があがることになる。
では、メディアはこの教訓を 2011 年に発生し
た東日本大震災で紙面製作にどう反映させたのだ
ろう。懸念されたのは、未曾有の津波災害さえ脇
に押しやってしまった東京電力福島第一原子力発
電所の炉心溶融事故のニュースだ。首都圏では飲
料水やミルクなどへの放射能汚染や計画停電など
が問題となっただけに、津波が第 2 の「ローカル
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災害」へ追いやられる恐れがあった。そこで、新
聞各紙がとった手法は、通常、最終面にあるテレ
ビ番組を中面に移し、最終面を「裏一面」として
被災地情報を発信し続けるスポーツ新聞スタイル
だ（写真）。テレビなら地上波と BS 放送を使い分
ける方法があるだろう。ニュースへの関心は距離
に反比例するのではなく、思いに比例することを
メディアは肝に銘じるべきだろう。
論点 3　被害報道と安心報道
「病院がつぶれた」といえば、それはニュース
だ。しかし、通常どおり開院している診療所や医
院の情報はなかなかニュースにはなりにくい。被
災地外の読者や視聴者にとって、病院が崩壊し
た、あるいは津波にのまれたといえばショッキン
グなニュースかもしれないが、被災者にとって
は、いま診てくれる病院や診療所の情報こそ欲し
いに違いない。ただ、病院が壊れたという情報な
らば警察情報や消防の発表でメディアはキャッチ
が可能だが、診療を続けている病院の情報は、意
図して取材しない限り集まらない。被害情報が殺
到しているなかで、そうした安心情報を集める取
材班を確保できるかどうか。メディアにとっては
悩ましい課題だ。
阪神・淡路大震災では、「被害報道か、安心報道
か」という議論のなか、毎日新聞は「希望新聞」、
朝日新聞は「ネットワーク大震災」のコーナーを
設け、この議論に一定の答えを出した。しかし、
東日本大震災の被災地では、新聞が届かない、テ
レビも見ることが出来ない。ラジオさえ難視聴と
いう地域さえあった。
2000 年の有珠山噴火災害では、北海道新聞が
被災者を市民記者として採用し、「ここだけ新聞」
を出した。この例にならい、東日本大震災では手
書き新聞を出して有名になった石巻日日新聞の例
を代表に、多くの新聞社が壁新聞を発行し、「安
心報道を」という被災地のニーズに答えた。
一方、東日本大震災ではソーシャル・ネット
ワーキング・サービス（SNS）のツイッターが活
躍し、インターネットで避難所名簿がアップされ
るなど、阪神・淡路大震災当時からはメディアの
世界も大きく様変わりした。人々が多様なメディ
アを使いこなせるよう、いかにガイドをするか
が、既存のマスメディアには問われることになり
そうだ。
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